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【要　約】
　本研究は、Y 大学のスポーツチームの内、ボールゲーム（球技）のクラブに所属する大学生 476 名（男子 303 名、女子
173 名）を対象として心理的側面からみた「チーム力」の特徴を性差に着目して論究し、チームスポーツのコーチングに
資する一資料を得ることを目的として行われた。
























































































ト「SPSS 24.0 for Windows」を利用し、有意水準を
危険率５％未満とした。






子、ソフトボール部女子の 10 チーム、476 名（男子
303 名、女子 173 名）を対象として行い 474 名（男子
301 名、女子 173 名）を分析の対象とした（有効回答















男子 22.71 点、女子 26.06 点と、女子は男子よりも有
意に高い得点を示した（t=7.71）。そして、レベル３

























M（点） SD（点） M（点） SD（点）
レベル 1
（結束力／相互理解） 49.33 9.66 54.36 9.31 5.53***
レベル 2
（相互補完） 22.71 4.61 26.06 4.47 7.71***
レベル 3



























































































































































８．競技経験年数（ １ 小学校 /  ２ 中学校 /  ３ 高等学校 /  ４ 大学）から（　　　　　　）年間
　
９．チーム内の役職（ １ 主将 / ２ 副主将 / ３ 主務 / ４ マネージャー / ５ その他 / ６ なし ） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 ５ その他→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
１０．試合の出場頻度（ １ 頻繁に試合に出場する /  ２ 交代で試合に出場する / 



















１ 相手チームに勝つことができる １ ２ ３ ４ ５
２ 相手チームよりも実力を示すことができる １ ２ ３ ４ ５
３ 相手チームよりも技術的に高いレベルのプレーをすることができる １ ２ ３ ４ ５
４ 相手チームよりも優れたパフォーマンスをすることができる １ ２ ３ ４ ５
５ 努力を惜しまずプレーすることができる １ ２ ３ ４ ５
６ チームが持っている力を出し切ることができる １ ２ ３ ４ ５
７ 熱意を見せることができる １ ２ ３ ４ ５
８ 心理的な動揺に打ち勝つことができる １ ２ ３ ４ ５
９ プレッシャーのかかった場面でも実力を発揮することができる １ ２ ３ ４ ５
10 困難な状況であってももちこたえることができる １ ２ ３ ４ ５
11 チャンスがほとんど無い時でも試合に集中することができる １ ２ ３ ４ ５
12 主力メンバーがいなくてもなんとか良いプレーをすることができる １ ２ ３ ４ ５
13 試合にむけて準備することができる １ ２ ３ ４ ５
14 試合にむけて心理的なコンディションを整えることができる １ ２ ３ ４ ５
15 試合にむけて身体的なコンディションを整えることができる １ ２ ３ ４ ５
16 優れた戦術を計画することができる １ ２ ３ ４ ５
17 メンバー間の言い争いを解決することができる １ ２ ３ ４ ５
18 一致団結することができる １ ２ ３ ４ ５
19 常に前向きな態度でいることができる １ ２ ３ ４ ５
20 メンバー間で効果的なコミュニケーションをとることができる １ ２ ３ ４ ５









１ チームメンバー間での信頼関係が確立されている １ ２ ３ ４ ５




１ ２ ３ ４ ５
４ チームとして新しい課題が絶えず見出されている １ ２ ３ ４ ５
５ チームの成果を高める新しいアイディアが生み出されている １ ２ ３ ４ ５
６ メンバーが互いに認め合い、チームとしての安心感がある １ ２ ３ ４ ５
７ メンバーによる提案が具体的に活かされている １ ２ ３ ４ ５
８ 資源が不足していても、それを補う解決策が生み出されている １ ２ ３ ４ ５
９ 全てのメンバーがチームのことを考え自分の役割を定義している １ ２ ３ ４ ５
10 チームの理想の状態に向けて改善を行っている １ ２ ３ ４ ５








１ ２ ３ ４ ５
14 チーム内で生じた問題やトラブルを解決できるノウハウを持っている １ ２ ３ ４ ５
15 チームの理想のあり方を話題にしている １ ２ ３ ４ ５
16 チーム内で円滑なコミュニケーションがとれている １ ２ ３ ４ ５
17 チーム内で職務を遂行するために必要な情報が共有できている １ ２ ３ ４ ５
18 特別に割り当てられていない職務でも自発的に取り組む雰囲気が確立している １ ２ ３ ４ ５
19 チームの成果に直結するスキルをメンバー間で教え合うことが定着している １ ２ ３ ４ ５
20 チームの成果を高める能力やスキルを伸長させている １ ２ ３ ４ ５
21 チームとしての結束力を持っている １ ２ ３ ４ ５
22 定期的に従来の役割や活動方針が見直されている １ ２ ３ ４ ５
23 新しい課題を見据えて、必要な能力やスキルを習得している １ ２ ３ ４ ５
24 情報が不足しているときに、チーム内外から必要な情報を調達できている １ ２ ３ ４ ５
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25 職務を遂行するために自発的に協力を行うことが既に定着している １ ２ ３ ４ ５
26 チームとしての理想の状態に向けて絶えず改善が行われている １ ２ ３ ４ ５
27 成果をさらに向上させる方法を追及するための議論が行われている １ ２ ３ ４ ５




１ ２ ３ ４ ５
30 絶えず他のメンバーの職務の進捗状況が把握されている １ ２ ３ ４ ５
31 チームの成果につながる情報は、チーム内で共有されている １ ２ ３ ４ ５











１ チームでしばしばチームの目標について見直しを行う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
２ チームメンバーは困難な状況に面している時にはお互いを支え合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７




１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
５ 練習を行うためにチームが用いる方法についてしばしば話し合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
６ チーム内のトラブルは長引かない １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
７ チームの状況を考慮して、目標を修正する １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ チームのメンバーは、しばしばお互いに新しいスキルを教え合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７




１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
11 情報の共有がうまくできているかどうかについてしばしば話し合う １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
12 チームのメンバーはいつも友好的だ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
13 チームで、それぞれの練習の目的についてしばしば見直す １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
14 チームでは、トラブルは建設的に対処される １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
15 チームの決定方法についてしばしば見直す １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
16 チームのメンバーは迅速に論争を解決する １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

































１ ２ ３ ４ ５
続 け た く な い　　　 ど ち ら で も な い　　　　　　 続 け た い
　以上で質問を終わります。大変お疲れ様でした。ご協力ありがとうございました。
57
